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「商用利用」とは、一般的に

「金銭の授受や営業を目的とする活

動」をいいます。ただし、すべてのプロバ

イダーに共通した定義があるというわけで

はありません。契約の内容をまとめた「利

用規約」や「約款」に、それぞれのプロ

バイダーがどのような行為を商用利用とみ

なすかが示されていることが多いようです。

さて、具体的にはどんな行為を指すかで

すが、

●物品の売買をはじめとした商業活動

●組織や企業などの営業的な活動

などを商用利用とみなす場合が多いようで

す。プロバイダーによっては、個人的に

「○○を売ってください、買います」とい

う内容をホームページに記述するのも、商

用利用とみなす場合もあります。また、個

人として契約しているページなのに「××

株式会社のホームページ」と書くことも営

業活動となり、商用利用とみなされること

があります。

さらに、求人、求職活動も商用利用と

みなすプロバイダーもあります。つまり、こ

の場合は「私はこんなことができますから

仕事をください、雇ってください」とホー

ムページに書くのも商用利用と考えられる

わけです。

個人ホームページにおける商用利用につ

いては、全面的に禁止されるケースや、商

用利用を行うためのオプション料金が別途

設定されるケースなどがあり、また「電話

番号の掲載だけならOK」などと部分的に

商用利用を認めているプロバイダーもあり

ます。対応は各プロバイダーによって異な

りますので、契約の内容を確認したうえで、

「自分はこんなことをしたい」と相談して

みるのがよいのではないでしょうか。

（編集部）
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このコーナーでは、皆さん 
から寄せられたインターネットに関する質問や

疑問にお答えします。分からないことや疑問はどんなこと 
でもけっこうですので、編集部までお寄せください。 

メールアドレスは ip-faq@impress.co.jp です。 
なお、質問へのメールでの回答はできませんので 

ご了承ください。 
1
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個人でホームページを開設する

場合、多くのプロバイダーで「商用

利用」が禁じられていますが、この

「商用利用」とはどのような行為を指

すのでしょうか。また、すべてのプロ

バイダーに共通した定義があるのでし

ょうか。 （匿名希望）

Q

A

ホームページの「商用利用」とは？

今 月 の 回 答 者

砂原秀樹＋編集部
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奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
WIDEプロジェクト・ボードメンバー

ホームページの「商用利用」とは？

IPパケットのルーティング

世界中で使える携帯電話

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



にIPアドレスが使われ、経路表にはIPアド

レスが記述されています。ウィンドウズでは

「MS-DOSプロンプト」でrouteコマンドを

実行すると経路表の内容が表示されますか

ら、興味がある人は見てみましょう。

さて、ここで問題なのが“経路表の情報

が間違っているとデータが正しく目的地に

届かない”という点です。この経路表の情

報を正しく維持するための仕組みは「経路

情報交換」と呼ばれるもので、ネットワー

クの状態を監視してそれを定期的にインタ

ーネット中のコンピュータに伝えています。

経路情報交換の仕組みには、「RIP」や

「OSPF」、「BGP」などがあります。興味

のある人は、これらを調べてみて下さい。

なお、経路として最短経路が選択される

のか、すいている経路が選択されるのかは、

この経路情報交換の仕組みに依存します。

原則として最短経路を選択するようになっ

ていますが、同じ距離の場合には複数の経

路を用いて負荷を分散するものもあります。

以上がインターネットにおける経路制御

の概要ですが、詳細についてはきちんと勉

強されることをおすすめします。インターネ

ットのトラブルは、実はこの経路制御に関

係していることが多く、この仕組みを理解

することで、より対処しやすくなるでしょう。

（砂原秀樹）

て目的地に到達するものです。具体的には、

図1のようになっています。ここで、コンピ

ュータG、H、IはそれぞれネットワークXと

Y、YとZ、ZとWの中継を行います。それで

は、「コンピュータAからBにデータを送る」

ケースを考えましょう。

インターネット上のコンピュータは、必

ず「経路表」と呼ばれる表を持っています

（図1を参照）。この表には、目的地（宛先

のコンピュータが接続されたネットワーク）

に行くためには、まず次にどのコンピュータ

に行けばよいかという情報が記録されてい

ます。たとえばコンピュータAの場合、ネッ

トワークXにはAが直接接続されていて、そ

れ以外のネットワークはコンピュータGの

向こう側にあるのでまずGに中継してもら

うことが記録されているわけです。

この例では、宛先はネットワークWに接

続されているコンピュータBですから、経路

表を参照して、まずデータはコンピュータG

に送られます。そしてGは経路表に従って

コンピュータHにデータを送り、Hはコンピ

ュータIにデータを送って、最後にIからコン

ピュータBにデータが送られて、無事目的

地にデータが届くわけです。実際には、コ

ンピュータやネットワークを区別するため
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“自分のコンピュータから目的地

までデータがどのような道筋をたど

るのか”。その道筋を決める仕組みを「経

路制御」（Routing、ルーティング）と呼び、

インターネットの中核をなすIn te rne t

Protocol（IP）の重要な役割の1つです。

基本的に、経路制御の方法は2種類あり

ます。1つは出発点ですべての道筋を決め

てしまう方法で、「ソースルーティング」

（Source Routing）と呼ばれています。この

方法では“どのコンピュータに中継してい

ってもらうか”というすべての道筋を、デー

タを発信するコンピュータであらかじめ決

めなければなりません。したがって、データ

を発信する側は、ネットワーク全体の接続

の状況を知っている必要があるのです。巨

大なインターネットの状況をすべて把握す

ることは困難ですから、特別な場合を除い

てこの方法は用いられません。

もう1つの経路制御の方法は「ホップバ

イホップルーティング」（Hop-by-Hop

Routing）と呼ばれ、“次にどのコンピュー

タに行くか”だけを決定し、これを繰り返し

自分のプロバイダーから目的の

サイトまでの道のりは、どうやって

決定されるのですか。最短距離を通る

のでしょうか、それともすいてるルー

トを通るのでしょうか。

（twinkleさん）

Q

A

IPパケットのルーティング

「Network Address」と書かれている部分が宛先のネットワークを、
「Gateway Address」と書かれている部分が次のコンピュータを示している。
直接接続されている場合は「Gateway Address」に自分自身のアドレスが
表示される

宛先 次のコンピュータ 
ネットワークX 直接接続 
ネットワークY  コンピュータG 
ネットワークZ  コンピュータG 
ネットワークW  コンピュータG 
 

宛先 次のコンピュータ 
ネットワークX 直接接続 
ネットワークY  直接接続 
ネットワークZ  コンピュータH 
ネットワークW  コンピュータH 
 

宛先 次のコンピュータ 
ネットワークX  コンピュータH 
ネットワークY  コンピュータH 
ネットワークZ  直接接続 
ネットワークW  直接接続 

宛先 次のコンピュータ 
ネットワークX  コンピュータI 
ネットワークY  コンピュータI 
ネットワークZ  コンピュータI 
ネットワークW  直接接続 

宛先 次のコンピュータ 
ネットワークX  コンピュータG 
ネットワークY  直接接続 
ネットワークZ  直接接続 
ネットワークW  コンピュータI

コンピュータAの経路表 コンピュータGの経路表 

コンピュータHの経路表 

コンピュータIの経路表 コンピュータBの経路表 

ネットワークX

ネットワークY ネットワークZ

ネットワークW

C:¥>route print

Active Routes:

Network Address Netmask Gateway Address Interface Metric
0.0.0.0 0.0.0.0 202.219.175.113 202.219.175.113 1
127.0.0.0 255.0.0.0 127.0.0.1 127.0.0.1 1
202.219.175.0 255.255.255.0 202.219.175.113 202.219.175.113 1
202.219.175.113 255.255.255.255 127.0.0.1 127.0.0.1 1
202.219.175.255 255.255.255.255 202.219.175.113 202.219.175.113 1
224.0.0.0 224.0.0.0 202.219.175.113 202.219.175.113 1
255.255.255.255 255.255.255.255 202.219.175.113 202.219.175.113 1

C:¥>

図1： ホップバイホップルーティングの様子
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す。電話機には、イリジウム専用の「シン

グルモード機」と、地上携帯電話サービス

と組み合わせて使える「デュアルモード機」

があります。

京セラのシングルモード機を例に挙げる

と、アンテナ部分を除いた大きさは横

57mm×奥行48mm×高さ146mm、重さ

は約400グラムで、普通の地上携帯電話と

比較するとかなり大きいものです。また、

希望小売価格も39万6000円と、気軽に購

入できる価格ではないかもしれません。新

規加入時の費用は、契約事務手数料が1万

円で、基本料金は月額50米ドル、1分間の

通話料金は5ドル～8ドル程度になります。

イリジウムは、主に携帯電話やFAX、

ポケットベルを対象にしたサービスですが、

この低軌道周回衛星のノウハウを活かした

インターネット接続サービスが計画されて

います。現在、2003年のサービス開始を

目標にして、米国のモトローラとテレデシ

ック社が中心となって「Internet-in-the-

Sky」というプロジェクトが進められてい

ます。このプロジェクトでは家庭向けサー

ビスでも最高で上り2Mbps、下り64Mbps

という高速通信が可能になるといわれてい

ます。

（編集部）

る衛星に自動的に切り替える（ハンドオー

バーという）ので、会話を続けられるよう

になっています（図1）。

衛星と地上の電話回線（公衆網）をつ

なぐゲートウェイ局が世界各国に設置され

るので、一般の加入電話やセルラー電話と

の通話も可能です。また衛星同士も通信

しているので（図2）、ある衛星がカバーす

る範囲の中にゲートウェイ局がない場合で

も、複数の衛星を経由して最寄りのゲート

ウェイ局まで通信できるので、地球の裏側

にいる人にも電話をかけられるのです。ま

た、通信経路は地上網から独立している

ので、非常災害時の緊急通信手段として

も期待されています。

よいことずくめに見えるイリジウムです

が、弱点もあります。ほかの衛星携帯電話

も同様なのですが、衛星から直接電波を受

けなければならないので、利用環境は周囲

に障害物がなく、上空が広くあいているこ

とが望ましいとされています。ですから、

建物の中や地下では使用できません。ただ

し、ビルなどの間にいるときはビルに反射

した電波を受けることもできるようです。

さて、このサービスを利用できる携帯電

話機ですが、京セラとモトローラ製のもの

がサービス開始の11月1日から販売されま

98年の11月1日から、世界中で

使える衛星携帯電話サービス「イリ

ジウム」がスタートします。日本では、

京セラが中心になって設立した「日本イリ

ジウム株式会社」がこのサービスを提供し

ています。

「イリジウム」は通信衛星を利用した携

帯電話サービスです。従来の携帯電話サ

ービスは、静止衛星を使うために利用でき

るエリアが限定されていたのですが、イリ

ジウムは複数の周回衛星を使って地球全

域をカバーしているので、1つの電話番号

と電話機を世界中で利用できるのです。

サービスの仕組みですが、現在66基の

周回衛星が打ち上げられ、南北方向の11

の低軌道上を回っています。周回衛星を

使うとアンテナを一方向に向けて固定する

必要がないので、アンテナと電話機本体を

一体化でき、移動中でも利用できるという

メリットがあります。

1つの衛星がカバーする範囲は直径約

4400km（北海道から台湾までカバーでき

る）ですが、衛星は高速に移動しているの

で長電話をすると通信可能な範囲から外

れてしまいます。しかし、次に移動してく
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世界中どこに行っても使える携

帯電話があるそうですが、仕組みを

知りたいです。それから、今すぐに日

本でも使える電話機はありますか。

（三宅さん）

Q

A

世界中で使える携帯電話
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日本イリジウム株式会社　ホームページ
jhttp://www.iridium.co.jp/

図2：衛星間通信のイメージ図1：衛星がカバーするエリアのイメージ
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